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韓ｌの青少年赤十字（ＪＲＣ） メンバーと■際親善

１１　１１１１ ８日 から ２２ 日までの ５日 回、 大韓赤十字社（韓［ぶ｜］

の青少年赤十字メンバー２４５が当県を訪れ、青少年赤十字

メンバーとの交流集会や、 茨城高等学校と水Ｆ桜ノ牧

高等学校での １日体験学習に参加すると とも に、 青少年

赤十字メンバー宅でのホームステイ を行いま した。

交流会では、 日本と韓国それぞれの青少年赤十字の活動　１

報告や英語でのコ ミュニケーシ ョンをｎじて、青少年

赤十字の実践目標の一つである 「国際ミ解・親善」を深める

こと ができま した。

溺、ＪＲＣ（Ｊｕｎｉｏｒ　Ｒｅｄ　Ｃｒｏｓｓの頭文字： 青少年赤十字）
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青少年赤十字

ｊ

韓・メンバーと八－トラちゃん

県内の赤十字活動をＳＮＳで発信中！
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リーダー養４ＭＳ ｒト レセン」 を４年ぶりに開催！
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学校や地域社会の リーダーについて学ぶ

８月 ２２ 日か ら２４日 までの３ 日囑、水Ｆ市少年自然の家において、県為の青少年赤十字キ高生メン

バーを対象に ｒ令和５年度青少年赤十字リーダーシッ プ・ トレーニング ・センター（詼下、「トレセ

ン」 ）ｊ を開催しました。

この トレセン は、 自ら進んで行動し、学校や地域社会でリ ーダーになれる子 ども たち を育成すること

を目的に実施しており、今回で１３８回を数えます。

コロ ナ禍のを響で４年ぶり の開催と なり まし たが、４９宅のメ ンバーと ４１ 屯の指導者が参力口し、防災

プログラムや救急法講習、 活Ｉ力計画書の作成など熱心にＲり組みました。

レセン　　　 プログラム

・赤十字概論 ・防災プログラム （災害時シミ ュレーシ ョン）

・赤十字救急法講習（傷の手当）・ フィール ドワーク ・ワーク ショ ップ （活Ｉ力計ミ作成）

参加メンバーの声

・ト レセンでの経験をち、れずに、 常に兎、いや りを心がけるだけではなく 、それを実際に「気づき」

「考え」、「実行する」の３つの目標を持っ て、 大のために行動しよう とミ、います。

２



１ヒ関東ＥＷ１む回ｌｌ夕湊事ｌ「学校法人アジア学院」 を訪問

学院のスタッフから海外の文化を学ぶ　　　　　　　　　　有機農業について説明を受ける

９Ｊ≡１ ２３ 日、 気関東Ｅ県（茨城、栃木、 群ＪＳ） 支部合回の［ヨ際交流事業の一環と して、各県の高校生

メンバー２７人と指導者５ 人（茨城からメンバー ４人、指導者 １人が参加） が栃木県加須ｔ原市にある

「学校法人アジア学院」を訪問 しま した。

アジア学院は、アジアやアフリカを中心に世界各国からの留学生が農村指導者となるための研：修を受

ける学校で、 約３０宅の留学生がリ ーダーシ ップや有機農業な どを学びなが ら、 共回生活をし ていま

す。 ＪＲＣメ ンバーは今回の訪問で、留学生との交流をｊ！し食が生き るこ とに直結する 「フードライ フ」

の考え方や、 文化の違い・ 海外で起きている人権問題などについて学びました。

参加メンバーの声

・留学生 との交流で海外の人権問題など様夕 なこ とを学ぶこと ができ、 自分の知見を より 広げる

ことができま した。

１●７１

４夕｜、肖ゆ年４十ネメンバーとＤｉｌ際交流集会

／／

９匹Ｌ，
気候変動についてディスカ ッシ ョンするメンバー　　　　　　平和教育について発表する清水心花さん

１１ Ｊ≡ミ１ ２３ 日から２６日 までの４ 日間、目立オ リン ピッ ク記念青少年総合センター （東京都渋谷【Ｘ】にお

いて、アジア１０か［ヨや加減の海外青少年赤十字メンバー２９宅と、 ｍ内の青少年赤十字メンバー３９名が

集い、ｒ青少年赤十字匡］際交流集会Ｊ が囑催されま した。
ほのか

茨城県のＪＲＣからは茨城高等学校２年　清水心花さんが代表と して参加しま した。

今回の交流集会は ｒ持続虱能な未来に［白］ けた青少年赤十字活動ｊをテーマに、平和教育や気候変動

について、自分たちが属する国や地域でどのようにリーダーシップがＲ揮できるか英語でのグループ

ディ スカ ッシ ョンを通して交流を深める ことができま した。

３
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１０ Ｊ≡１１ ９日 （木）、 かすみがうら市のかすみがうら ウェルネスプラザで「加減赤十字奉仕団研イ毎会」

が開催され、 奉仕団のメンバーは、 日本赤十字社茨城県支部職員の指導のも と、 災害Ｊ≡目炊飯袋を・い

た非常食の炊きｉしと赤十字防災セミナー（ＫＡＧゲーム・１）を行いました。

地域奉仕団は市ｍＴ村単位で組織されており 、災害時には、炊きｉ し等の支援活動を行います。‘

日本蓉十字社茨城県ま：部では、少子高齢化や災害の多乳化な ど地覧が抱える壜をにがし、地域奉仕

回や高齢者、 子育て世代の市Ｒなどを対象に防災や健康に関するセ ミナーを 開催 し、 「自 助」 。「茗＿助」

意識の醸成を回り、よ り良い地減づくり （地域包括ケアシステムｘ２） になり祖んでいます。

※１　 家具安兔対策ゲーム…自宅の平面図を描くこ とにより、危険箇所を把握 し、 地震から 自分や家族の命を守る

ために重・な家具の安全対策について学ぶ。

※２　厚生労働省が推ましているシステムで、 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年をめどに、 重度な要介護状態

となっても住み慣れた麑域で自分ら しい暮ら しを人生の最後まで続ける こと ができる よう、住まい ・医療・

介護 ・予防・ 生活支援が一体的に提供される社会システム。

災害用炊飯袋をＪＥ目いた炊き出し訓練

．ｊ

－－ ＿＿＿

自宅内の危険な場所を確認

奉仕団活ｙへの想い

かすみがうら市地域奉仕団の皆さん

私たち奉仕回は、 災害や有事の際に地域Ｆり１で助け

合う活動をしてお ります。 市の総合防災訓練を前に

日赤茨城県支部の職員にご支援をいただき災害ＪＥ目炊

飯袋を使ＪＥ目し た非常食の手順を再確認しました。防

災訓練当日も手際よく 奉仕団一人ひとりが役割をミ

解し実施する こと ができま した。人と人との交流が

戻ってきましたので、 これからも他団体と連携を図

りながら 地域ニーズに応じ た活動に取り 組んでまい

ります。
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令和 ５年 １０ Ｊ≡１２ １日 （土）、 ２２ 日（ 日）、埼工県秩仗、市で「令和 ５年度日本赤十字社第 ２ブロッ ク支部

総合訓練」が行われ、 茨城県支部か らは水や赤十字病院救護班、日 赤災害［ミ。療コ ーディネータ ー、支

部職員が参加しま した。

この訓練は、 日本赤十字社第２ ブロ ック （関東（ １都 ６県）、 逖梨県、 新潟県） 管鸚で災害が発生し

た際に、 Ｐヨ滑な広域支援活動 と相互にま携 した災害救護活動を行うこ とを 目的に毎年開催し てい ます。

今回の訓練では、 豪ｍ災害によ り河川のＵ四水、 土砂崩れが発生したと の想定のもと、第 ２ブロッ

クの各都県支部の救護班が被災地へ参集 し、 避難所へのを回診療を行いまし た。

水Ｆ赤十字病院救護班は、 万難者に寄り添いながらき難所鸚のライフラインや設備状況、 衛生面、

生活環境の確Ｓと 診療が必・な方への対応を行い まし た。 避難者役 とし て参加さ れて いた方か らは

「日 本赤十字社の方が来て くれると本当 に安心し ます。あ りがとう ございま した 。」 など との声を いた

だき まし た。

茨城県支部では、 本県 Ｆ’５１ で実際に災害が発生し た時 に、 ぶ速かつ適勁な救護活動が行えるよ う、定

期的に訓練を行っているほかＥ療資機材のを備も進めています。
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避難所までのアクセス確認

ダ

避難者への声かけ

や″゛で〆

避難所の保健師との情報共有
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体調がｔい方への回き取０



県内赤十字施設の活動報告

杳｝ 、十字　尸『７　 ごり信　　　今　も 東ｙｌ

、　Ｌ Ｍ

当院は令和５年１ １万ｌに創立７０１年を加えました。院為假募で決まったキャッチコピーがこちらです。 Ｅ念口

ゴマーク （右下） は、 古河市と縁の深い雪の結晶をモチーフに、患者・ 行政 ・医療スタッフなど様夕な人が関係

して成り ：Ｘ：ＺＩつ病院の姿を表しています。

７０年の 回、 古氈市・ 総和 ｍ］’での赤痢集回発生や東日本大震災、新なコ ロナ ウイルス感染症の流行など、置な

の健康や安心を脅かす多くの災厄がありました。 当院はそのたび、 地域Ｅ療や災害Ｅ療を担ってまいりました。

これまで当院を支えてくださった皆 さま に感謝

いた しま す。 令和 ６年 １０Ｊ≡１３ １日 までを「７０１年記

念期 間」 とし 、イベン トや 院Ｆ大ＥＩ整備を行う 予定で

す。 キャ ッチコピーの とお り、 これまで地域の皆さ

まから寄せていただいた信頼を さら に確かなもの

とするため、 これからも職員一回、 精まして まいり

ます。
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創設当時の古河（猿島）赤十字病院

昭和２８年

ｍｌａセンター『３　ＪＥｌｌ　１　日（金） つく ば献ｆｆｌｌルーム移転オープン！』

この度、 つくば獣きルームはトナリエクレオ４階に移転オープンします。

移転後は県Ｆメモ１最大数の採ｍＬベッ ドを備え、受付・休憩スペースが広く快適になります。座席数も増え、 ■囲

からの視線が気にならないように座席の配置なども工夫するとともに、 無料Ｗｉ－Ｆｉも完備し、 万人ひとりが落ち

善いて献きにご協力いただける空間を確保します。トナリエつくばスクエアでのお買い物のついでに、 また、ＴＸ

つくば駅直結ですので、学校帰りや仕事帰りなどにもお気軽におｔＬち寄り ください。提携駐車場もございます

ので、自家Ｊ≡目車でのお越しにも便利です。猷きが初めての方もぜひお気軽に新しいつくば献ｍＬルームへお越し

ください。

移転オープン予定日

移転 先住所

令和６年３万１１ 日（台） 午前１０時

つく ば市吾妻１－７－１ト ナリ ェク レオ ４階
｝

（
１
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笑
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［ｉＬ

つくぱ献ｊｌｎルーム公式ＳＮＳ

水ｊ≡ｉきす字靡詼ｒロボット支援禾術　Ｘ計 １，０００症例を達成｜

ＭＩ院は、２０１３年、ＰＳＩ視鏡手術支援ロボット 「ｄａ　ｖｉｎｃｉ　サージカルシステム」 をＪｌｌいたロボット支援手術を開

始しました。 コロナ禍においても症例を重ね、２０２３年 ２Ｊ≡１ に素計１ ，０００症例を１２成 し、 ９万ｌに は１ ，１ ００症例を

超えました。

ロボット支援手術は、 ｜メＥＩ視鏡カメラや手術器具を装着したロボッ トアームを、 医師が遠隔で操作する手術の
かんし

ことです。ロボッ トアームに装着する鉗子は、人間の手よりもｉｉＪ■域が広く、繊細な操作が・能なうえ、手振れ

補ｉＥ機能があることが特徴です。 また、開腹手術にｔヒベて、傷口が小さいため、 身体への負担が少なく、術後の

回復が早い傾自］がみられます。当院のロボット支援

手術の対象疾患は、前な腺がん、腎がん、膀ａがん、

胃がん、 大腸がん、婦人科がん、良性婦人科疾患 （骨

盤臓器脱含む）です。

今後 も、 患者さま一入ひと りが、最適な治療をｌｌ択

できるよう、 幅広い医療の提供に努めてまいります。

６

ロボット本体

『

遠隔操作するＥ師

４
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台Ｘ第２ｇ・ 第１ ３万災害義援金へのご協力あり がと うございました

台風第２ｇ・第１３ｇ災害義援台へのご協力ありがとうございました。

令和 ５年に癸§生した 「台風第２ｇ等大ｍ災害Ｊ Ｒび 「台風第 １３ｇ災害」 にがする義援台へのご協力を皆さま

にお願いしたところ、 兔。国からたくさんの金額が寄せられました。ご協力をいただきました皆さま方に、 心から

深く感謝申し上げます。

茨城リＲ支部は、 皆さまからおｍかりしました善意あふれる義援まをを額層`、 茨城県の 「災害義援金配分委員

会」 に送金しております。

※義援金の募集や受付などにかかった経費は、一切いただいておりません。

←「台風第２号等大・災害義援１１」　 ５０，５８０，４６１　Ｐヨ　　　　　　　　　　受付は９Ｊｉｌ３０日で終了

い「台風第１ ３ｇ災害義援金」　　　　 １９，４２２，５５８ Ｐヨ （１　１　Ｊｌｌ３０日 ＥＩ在） 受付は１ ２Ｊ１３ １日 で終了

皆さ まのご支援（ご寄付） が活動の財源です

菟年の自然災害は、多様化 ・激甚化の傾『お』にあり、避難所生活の顎、期化も予想されます。赤十字は、

被災された方夕の健康を守るため、 皆さまから寄せられる活動資台を財源に、毛布や緊急セッ トなどの

救援物資を整備しています。また、 災害Ｒ生時は、被災された方叛に

救援物資を配布し ます。

タＵえば、５，０００　Ｐヨ のご寄イ才で ４人分の緊急セッ トを備えること

ができま す。

茨城県支部では、 地震や台風などの自然災害発生時に現場へ駆けつけ

救護活動を実施し、被災された方夕の健康と安心を守 ります。

ミ

ｉ　　　　バ

ｉｔｊ十宍とし；

お振ｉＡ ：本紙に付縦した払ｉ！取扱票 （ゆうち よ銀行） をご利・ください。

ご協力方法　 ｅｉｉｊ クレジッ トカード ：ホームページからお手縦ください。ｉホ十ま寄イｙｔ

グ　遺贈 （遺言や相続財産による寄付） ：資料をａ付のうえ、 詳細をご説１します。
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Ｍ！　○お社１犬とｍゼ不・なｊＳ台はＳ４お願いします。 ロ‾蔡な
○このチラシをどこで手にしましたか９９ｋおＳいします。

信　こ市檬・ｍで印９会の回覧　　　　ロイベント
欄［］赤十字獵習　　　　　　　に当支部からの郵５Ｘ

（款笵底・水上ｔ弛張・幼｀Ｒ収をむ喩隹生活戔を講回）

口その他（　　　　　　　　　　　　）Ｒ５日赤篆城（冬苟）

ｉ面のｊＥ・事ｇｉを お読みく ださ い。 （ゆうちよ銀ｆｉ）（承ａ番ｇ東第５３２０３ｇ）
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これ より 下部 には 何も 記入 しな いで くだ さい。
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この受領Ｅは、大ｉＪ にＳ管してく ださい。



この場所 には 、何 も記載し ないでく ださ い。

牲 －

ふこ

に
ト
にフド レ汗 シぼ ，才

子どもたちがいつ も楽 しみにし ているご飯と おや つ。 その時に大活躍なのがタオルエプロ ンです！

このエプロンは職員がフェイスタオルを使っ て手作り して いま す。 食べるこ とが大好きな子どもた ち。

食べこぼしてもこのエプロンがあれば安心です。

そこで、 「自宅にＥつている未使用のフェイスタオルやバスタオルがある！ 」と いう方がいらっしゃ
も

いま したら、 乳児院にご寄付いただけると大変ありがたいです。

皆さまのご支援ご協力をお待ち しています。 （連絡先 ：０２９－２ ４０－３ ８００）

ぶ
ー

こぼしても大丈夫。たくさん食べて大きく育ってね

－

Ｓ

一
一

－

一

－
フ　 Ｅ　 “’ダ１１ １　 ’－　 ｗ　 ．ｉ

ｙ

メ

日本赤十字茨城県支部乳児院

ｊ

「八－トラちゃんぬいぐるみ」 は、 厳工Ｅな抽選により３０名様にプレゼン トいたします。

・抽選の発表は、 賞品の発送をもってかえさせていただきます。

（令和５ 年１ １ＪＥ≡ｊ末現在の応募総数へ２０名）

このプレゼン トは、令和５ 年１ ２月 ２８日で応募締切となっています。

賢台の有効ｌｉ用のため、 この９領
ＩＥ をも って 日本赤十字社の受領ｉＥに
かえ させていただ きま す。
なお、本受領証は、免税ＩＥとし
て利用いただけます。

払返みいただいた金額は個 人に
つい ては 、所得税 渋染 ７８ 条染２

の
ヽこ言
定に基づく寄付金
人については、

人税 法第 ３７条第 ４項 に先づく
付会に該当します。

ｆ３ １０ －０ ９１ ４　 日本赤十 字社
茨城県支部　 組織振興課
電話 ０２９－２４１－４５１６

法
貨

〈ご ミ意〉

・こ の用紙は 、機械で処Ｗ しま すの
で、 金額 を記入するＷは、 枠内 には
っき りと 記入 して くだ さい 。ま た、
本祭 を汚 した り、 折め佐げ たり しな
いで くだ さい。

・この用紙は、ＡＴＭではご孥』用いた
だけません。
・こ の払迅書を、 ゆう ちよ 銀行又は
郵便局の渉外具に お預けに なる とき
は、壑換 えに預り 証を 必ずお受け取
りく ださ い。

・こ のｍ紙に よる 、払返料金は嵬料
とな りま す。

・ご依頼人様から ご提 荀いただ きま
した払込書に記載されたお とこ ろ、
おな まえ等は 、加 入者様に Ａ知 され
ます。
・この受領証は、払迅みの証拠となる
ものですから犬剔に保管してく ださ い。
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